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は
じ
め
に

五
月
一
日
経
と
は
「
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
五
月
一
日
」
付
の
願
文
を
も
つ
紙
本
墨

書
の
古
写
経
を
い
う
。
経
巻
に
よ
っ
て
筆
跡
が
異
な
る
が
、
麻
紙
に
写
経
体
と
い
わ
れ
る

や
や
扁
平
で
威
厳
の
あ
る
楷
書
が
美
し
く
整
然
と
並
ん
で
い
る
。
細
み
の
筆
線
と
力
強
い

筆
勢
が
特
徴
の
名
筆
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
。
現
在
、
東
大
寺
尊
勝
院
に
伝
わ
っ
た
聖

語
蔵
に
七
五
〇
巻
ほ
ど
が
存
在
し
、
そ
の
他
の
寺
、
美
術
館
・
博
物
館
、
個
人
蔵
を
あ
わ

せ
る
と
一
〇
〇
〇
巻
ほ
ど
が
現
存
す
る
。
質
と
量
に
お
い
て
、
ま
さ
に
奈
良
時
代
を
代
表

す
る
古
写
経
で
あ
る
。

そ
の
な
か
で
も
静
嘉
堂
（
東
京
都
）
所
蔵
の
【
写
真
１
】
の
「
仏
説
中
心
経
（
忠
心

経
）」
は
珍
し
い
。
こ
の
古
写
経
は
全
七
紙
の
巻
子
本
で
、
尾
題
の
下
に
は
「
内
家
私

印
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
他
の
五
月
一
日
経
と
同
じ
願
文
が
あ
る
も
の
の
、
末
尾

の
日
付
の
部
分
、
す
な
わ
ち
「
天
平
十
二
年
五
月
一
日
記
」
が
な
い
。
そ
の
た
め
『
静
嘉

堂
文
庫
の
古
典
籍（

１
）』
で
は
「
五
月
一
日
経
」
と
は
断
定
せ
ず
に
、「
光
明
皇
后
願
経
」
と

し
て
い
る
。
管
見
の
限
り
で
は
日
付
の
な
い
五
月
一
日
経
は
、
こ
の
一
巻
だ
け
で
あ
る
。

本
稿
で
は
ま
ず
五
月
一
日
経
書
写
の
意
義
、
写
経
事
業
の
経
過
に
つ
い
て
述
べ
、
つ
い
で

現
存
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
五
月
一
日
経
を
紹
介
し
た
い
。

　
　

一　

五
月
一
日
経
の
書
写
と
そ
の
意
義

１　

五
月
一
日
経
願
文
の
内
容

五
月
一
日
経
に
は
、
巻
末
に
「
五
月
一
日
経
願
文
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。『
上
代
写

経
識
語
注
釈
』
に
詳
し
い
注
釈
が
あ
り（

２
）、

光
明
皇
后
が
、
亡
父
藤
原
不
比
等
と
亡
母
県
犬

養
橘
三
千
代
の
追
福
の
た
め
に
一
切
経
を
書
写
さ
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
五
月
一
日
経
願

文
は
経
巻
に
よ
っ
て
、
改
行
の
位
置
や
字
配
り
が
異
な
る
が
、
次
に
示
す
の
は
【
写
真

２
】
の
静
嘉
堂
所
蔵
「
華
手
経　

巻
第
四
」
の
五
月
一
日
経
願
文
の
翻
刻
で
あ
る
。

　

１　

皇
后
藤
原
氏
光
明
子
奉
為

　

２　

尊
考
贈
正
一
位
太
政
大
臣
府
君
尊
妣
贈

　

３　

従
一
位
橘
氏
太
夫
人
敬
寫
一
切
経
論
及

　

４　

律
荘
厳
既
了
伏
願
憑
斯
勝
因
奉
資
冥

　

５　

助
永
庇
菩
提
之
樹
長
遊
般
若
之
津
又
願

　

６　

上
奉　
　

聖
朝
恒
延
福
寿
下
及
寮
采

　

７　

共
盡
忠
節
又
光
明
了
自
発
誓
言
弘
濟
沉

　

８　

淪
勤
除
煩
障
妙
窮
諸
法
早
契
菩
提
乃

　

９　

至
伝
燈
無
窮
流
布
天
下
聞
名
持
巻
獲
福

　

10　

消
灾
一
切
迷
方
會
帰
覚
路

　

11　
　
　
　
　
　

天
平
十
二
年
五
月
一
日
記

こ
の
願
文
の
７
行
目
の
「
了
」
は
誤
字
で
あ
り
、
他
の
五
月
一
日
経
願
文
で
は
「
子
」、
す

な
わ
ち
「
光
明
子
」
と
な
っ
て
い
る
。
続
い
て
『
上
代
写
経
識
語
注
釈
』
の
訓
読
を
示
す
。

　
　

�　

皇
后
藤
原
氏
光
明
子
、
尊
考
贈
正
一
位
太
政
大
臣
府
君
・
尊
妣
贈
従
一
位
橘
氏
太

夫
人
の
奉

お
ほ
み

為た
め

に
、
敬つ
つ
しみ

て
一
切
の
経
・
論
及ま
た

律
を
写
し
た
て
ま
つ
り
、
荘
厳
既
に
了

り
ぬ
。
伏
し
て
願
は
く
は
、
斯
の
勝
因
に
憑よ

り
て
、
冥み
や
う
ぢ
よ助を
資た
す

け
奉
り
、
永
と
こ
し
へに
菩
提

の
樹
に
庇お

ほ

は
れ
、
長
と
こ
し
へに
般
若
の
津
に
遊
ば
む
こ
と
を
ね
が
ふ
。

　
　

�　

又
願
は
く
は
、
上
は
聖
朝
を
奉
り
、
恒
に
福
寿
を
延
べ
、
下
は
寮れ
う

采さ
い

に
及
ぶ
ま

で
、
共
に
忠
節
を
尽
く
さ
む
こ
と
を
ね
が
ふ
。

　
　

�　

又
光
明
子
、
自
ら
誓
言
を
発お
こ

す
。
弘ひ
ろ

く
沈ち
ん
り
ん淪
を
済す
く

ひ
、
勤
め
て
煩ぼ
ん
し
や
う障を
除
き
、
妙く
は

し
く
諸
法
を
窮
め
、
早
す
む
や
けく
菩
提
を
契
ら
む
。
乃す
な
は
ち至
、
灯
を
無
窮
に
伝
へ
、
天
下
に
流

布
し
、
名
を
聞
き
巻
を
持
し
て
、
福
を
獲
て
災
ひ
を
消
し
、
一
切
の
迷ま

と

へ
る
方み
ち

、
会
か
な
ら

ず
覚
路
に
帰
せ
む
。

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ロ
ウ
氏（

３
）
の
要
約
に
よ
れ
ば
、
五
月
一
日
経
願
文
は
三
段
か
ら
構
成
さ

れ
、
第
一
段
で
一
切
の
経
・
論
及
び
律
を
写
す
に
い
た
っ
た
契
機
を
述
べ
、
写
経
の
功
徳

に
よ
っ
て
亡
き
両
親
の
冥
福
を
祈
る
こ
と
を
述
べ
る
。
第
二
段
で
は
写
経
の
功
徳
に
よ
っ

史
料
紹
介
と
研
究

市 

川
　
理 

恵

静
嘉
堂
所
蔵
「
仏
説
中
心
経
」
と
五
月
一
日
経
願
文
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写真１　「仏説中心経」（静嘉堂所蔵）　願文に日付がない。

写真２　「華手経　巻第四」（静嘉堂所蔵）　本文と願文の筆跡が異なる。願文の四行目までが本紙と同じ紙に記された
が、五行目以降は異種の紙を継ぎ足して記した。
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て
天
皇
の
御
代
が
安
泰
で
、
仏
教
興
隆
が
長
く
続
き
、
諸
官
人
等
が
自
ら
菩
薩
行
を
行

い
、
忠
節
を
尽
く
す
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
第
三
段
で
は
こ
の
一
切
経
の
功
徳
に
よ
っ

て
、
仏
の
教
え
を
天
下
に
広
め
、
災
い
の
な
い
世
界
を
実
現
し
た
い
と
い
う
光
明
子
の
決

意
を
述
べ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ロ
ウ
氏
は
自
分
が
菩
薩
と
し
て
活
動
す
る
意
思
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
と
す
る
。

よ
く
問
題
と
な
る
の
は
、
３
・
４
行
目
の
「
敬
み
て
一
切
の
経
・
論
及
律
を
写
し
た
て

ま
つ
り
、
荘
厳
既
に
了
り
ぬ
」
の
部
分
で
あ
る
。
五
月
一
日
経
の
書
写
が
終
わ
っ
て
い
る

か
の
よ
う
な
表
現
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
九
月
ま
で
続
け
ら

れ
た
こ
と
が
正
倉
院
文
書
か
ら
わ
か
っ
て
い
る（

４
）。

天
平
十
二
年
五
月
一
日
の
時
点
で
は

『
開
元
釈
教
録
』
の
「
一
切
経
一
部
五
〇
四
八
巻
」
の
う
ち
一
五
一
七
巻
が
不
足
し
て
い

た
が
（『
大
日
本
古
文
書（

５
）』

七
ノ
四
八
五
）、
何
ら
か
の
理
由
で
、
こ
こ
で
「
区
切
り
」
と

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
五
月
一
日
経
は
長
期
に
わ
た
っ
て
書
写
さ
れ
た
た
め
、
五
月
一
日
経
の
本

文
も
そ
の
願
文
も
天
平
十
二
年
五
月
一
日
に
書
か
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

２　

天
平
十
二
年
に
書
写
さ
れ
て
い
な
い
五
月
一
日
経

五
月
一
日
経
は
玄
昉
将
来
経
を
底
本
（
テ
キ
ス
ト
）
に
し
て
、
天
平
八
年
（
七
三
六
）

か
ら
書
写
し
た
経
典
が
中
心
に
な
っ
て
い
る（

６
）。
同
六
年
十
一
月
に
帰
国
し
た
玄
昉
は
、
仏

教
経
典
五
千
余
巻
と
と
も
に（

７
）、
最
新
の
目
録
で
あ
る
『
開
元
釈
経
録
』（
智
昇
撰
、
七
三

〇
年
成
立
）
を
将
来
し
た
。
五
月
一
日
経
は
当
初
は
、
こ
の
『
開
元
釈
経
録
』
に
し
た
が

っ
て
書
写
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
次
第
に
底
本
の
入
手
が
困
難
と
な
り
、
天
平
十
五
年
五
月
一
日
か
ら
は
、『
開

元
釈
教
録
』
の
入
蔵
録
に
な
い
別
生
（
大
部
の
経
典
か
ら
抄
出
さ
れ
た
も
の
）・
偽
疑

（
中
国
国
内
で
偽
作
さ
れ
た
も
の
）、『
開
元
釈
教
録
』
自
体
に
な
い
録
外
経
典
、
さ
ら
に

は
章
疏
（
注
釈
書
）
も
書
写
す
る
方
針
に
切
り
換
え
た
。
そ
し
て
天
平
勝
宝
八
歳
九
月
ま

で
延
々
と
書
写
が
続
け
ら
れ
た
。
光
明
皇
后
が
天
平
五
年
ご
ろ
か
ら
書
写
さ
せ
て
い
た
経

典
も
五
月
一
日
経
に
加
え
ら
れ
て
い
る
た
め（

８
）、

五
月
一
日
経
の
書
写
期
間
は
天
平
五
年
か

ら
天
平
勝
宝
八
歳
ま
で
の
二
十
三
年
に
及
び
、
そ
の
総
数
は
六
五
〇
〇
巻
と
も
七
〇
〇
〇

写真３　「悲華経　巻第十」（聖語蔵）　天平勝宝三年（七五一）に「天平十二年（七四〇）」とある願文が記された。
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巻
と
も
い
わ
れ
る
。

【
写
真
３
】
は
聖
語
蔵
に
伝
わ
る
「
悲
華
経　

巻
第
十
」
で
あ
る
が（

９
）、
こ
こ
に
も
巻
末

に
天
平
十
二
年
五
月
一
日
付
の
願
文
が
確
認
で
き
る
。「
悲
華
経
」
は
正
倉
院
文
書
か
ら
、

天
平
勝
宝
三
年
正
月
か
ら
八
月
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
三
ノ
五
二
八
、
十
二
ノ

一
八
三
、
十
一
ノ
四
二
五（

（1
（

）。
す
な
わ
ち
天
平
勝
宝
三
年
に
、
十
一
年
前
の
日
付
を
も
つ

願
文
が
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
五
月
一
日
経
の
願
文
が
、
天
平
十
二
年
五
月
九
日
か
ら
同
十
三
年
閏
三
月
に
ま

と
め
て
記
さ
れ
た
こ
と
が
皆
川
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
つ
ま
り
こ
れ
以
前
に
書

写
さ
れ
た
五
月
一
日
経
に
は
当
初
、
願
文
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

静
嘉
堂
所
蔵
の
【
写
真
２
】「
華
手
経　

巻
第
四
」
の
願
文
は
、
本
文
と
筆
跡
が
異
な

る
。
さ
ら
に
願
文
の
四
行
目
ま
で
が
本
文
と
同
紙
で
、
五
行
目
か
ら
は
異
種
の
紙
を
継
ぎ

足
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
正
倉
院
文
書
に
よ
れ
ば
、
華
手
経
は
天
平
十
年
三
月
十
三
日
に

玄
昉
の
と
こ
ろ
か
ら
底
本
が
借
用
さ
れ
（
七
ノ
八
四
）、
そ
れ
を
も
と
に
写
さ
れ
た
。
書

写
し
終
わ
っ
た
写
経
用
紙
は
六
月
七
日
に
道ち

も
り
の
あ
じ
ま
さ

守
味
当
に
渡
さ
れ
（
七
ノ
一
一
〇
、【
写
真

４（
（1
（

】）、
軸
が
つ
け
ら
れ
た
。
つ
ま
り
華
手
経
は
天
平
十
年
三
月
～
六
月
に
書
写
さ
れ
、
当

初
は
願
文
が
な
い
状
態
で
軸
が
と
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
天
平
十
二
年
五
月
九
日

以
降
に
軸
を
と
り
は
ず
し
、
異
種
の
紙
を
継
ぎ
足
し
た
う
え
で
願
文
が
記
さ
れ
、
そ
の

後
、
再
び
軸
が
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
華
手
経
は
複
雑
な
経
緯
を
経
て
【
写
真
２
】

に
み
え
る
現
在
の
か
た
ち
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

３　

五
月
一
日
経
書
写
の
意
義

長
期
間
に
わ
た
っ
て
書
写
さ
れ
た
五
月
一
日
経
は
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。

古
代
日
本
に
お
い
て
遣
唐
使
が
命
が
け
で
将
来
し
た
中
国
の
仏
教
経
典
は
、
す
ぐ
に
手
写

し
さ
れ
、
内
裏
や
主
要
な
寺
々
に
蔵
さ
れ
た
。
奈
良
時
代
に
も
日
本
に
将
来
さ
れ
た
経
典

を
す
べ
て
書
写
し
よ
う
と
す
る
一
切
経
の
写
経
事
業
が
、
聖
武
天
皇
や
光
明
皇
后
、
そ
の

他
有
力
な
貴
族
の
写
経
所
に
お
い
て
実
行
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
五
月
一
日
経
は
光
明
皇
后

の
写
経
所
に
お
い
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
当
初
は
『
開
元
釈
経

録
』
に
し
た
が
っ
て
書
写
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
別
生
や
偽

疑
、
録
外
経
典
、
章
疏
も
書
写
し
た
た
め
、
写
経
事
業
は
二
十
年
以
上
に
及
ん
だ
。

別
生
・
偽
疑
・
録
外
経
典
・
章
疏
も
書
写
し
た
こ
と
に
よ
り
、
五
月
一
日
経
は
量
に
お

い
て
中
国
撰
述
の
最
新
目
録
を
凌
駕
す
る
も
の
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
経
典
研
究
の
た
め

の
材
料
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い（

（1
（

。
ひ
と
ま
ず
仏
教
経
典
に

関
す
る
書
籍
は
す
べ
て
書
写
し
、
こ
れ
が
偽
経
で
あ
る
か
否
か
は
後
世
の
研
究
に
よ
っ
て

あ
き
ら
か
に
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
装
飾
が
施
さ
れ
ず
、「
謹
厳
端
正
」
な

楷
書
で
書
写
さ
れ
た
の
も
、
経
典
の
「
中
身
」
を
重
視
し
、
中
国
経
典
の
内
容
を
正
確
に

伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
光
明
皇
后
の
篤
い
信
仰
心
と
仏

の
教
え
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
と
す
る
強
い
意
志
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
五
月
一
日
経
は
さ
ま
ざ
ま
な
写
経
事
業
の
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
、
さ
ら
に

天
平
勝
宝
六
年
か
ら
は
、
底
本
と
は
異
な
る
写
本
で
校
合
作
業
が
行
わ
れ
（
い
わ
ゆ
る

「
五
月
一
日
経
の
勘
経
」）、
仏
教
経
典
と
し
て
の
信
頼
性
を
高
め
た
。

　
　

二　

さ
ま
ざ
ま
な
五
月
一
日
経

１　

願
文
の
な
い
五
月
一
日
経

現
在
、
五
月
一
日
経
を
「
五
月
一
日
経
」
た
ら
し
め
て
い
る
の
は
、
そ
の
願
文
の
存
在

で
あ
る
。
と
く
に
民
間
に
流
布
し
て
い
る
も
の
は
、
五
月
一
日
経
願
文
が
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
「
五
月
一
日
経
」
と
断
定
さ
れ
る
。
し
か
し
皆
川
氏
は
聖
語
蔵
に
願
文
の

な
い
五
月
一
日
経
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
た
と
え
ば
「
阿
毘
達
磨
蔵
顕
宗
論
」

全
四
〇
巻
の
う
ち
「
巻
第
二
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
十
一
・
十
二
・
十
三
・
十
四
・

写
真
４　

正
倉
院
文
書　

続
々
修　

第
二
十
七
帙
第
四
巻
第
四
十
二
紙
（
著
者
加
筆
）　

天
平
十
年
六

月
七
日
に
道
守
味
当
に
「
花
手
経
（
華
手
経
）
十
五
巻
百
六
十
三
（
枚
）」
が
渡
さ
れ
た
。
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十
五
・
十
六
・
十
七
・
十
八
・
十
九
・
二

十
」
の
一
六
巻
が
現
存
し
て
い
る
が
、「
巻

第
二
」
か
ら
「
巻
第
十
五
」
に
い
た
る
一
一

巻
に
は
願
文
が
つ
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

【
写
真
５
】
の
「
阿
毘
達
磨
蔵
顕
宗
論　

巻

第
十
六
」
に
は
願
文
が
あ
る
が
、【
写
真
６
】

の
「
巻
第
十
五
」
に
は
な
い
。
こ
の
願
文
の

な
い
「
阿
毘
達
磨
蔵
顕
宗
論
」
の
大
部
分

は
、
天
平
十
二
年
四
月
ま
で
に
書
写
さ
れ
た

た
め
、
華
手
経
と
同
様
に
あ
と
か
ら
願
文
が

書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
願
文
を

書
き
加
え
る
時
、
他
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
た

か
、
他
に
ま
ぎ
れ
込
ん
で
い
た
か
し
て
、
つ

い
に
願
文
を
つ
け
ず
じ
ま
い
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
皆
川
氏
は
推
測
し
て
い
る
。

願
文
の
な
い
「
阿
毘
達
磨
蔵
顕
宗
論
」

は
、
聖
語
蔵
に
「
天
平
十
二
年
御
願
経
」
と

し
て
一
括
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
、「
五

月
一
日
経
」
と
断
定
さ
れ
て
い
る
。
も
し
民

間
に
流
出
し
て
い
た
な
ら
ば
断
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
皆
川
氏
に
よ
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
願
文
の
な
い
五
月
一
日
経
は
聖

語
蔵
に
三
一
巻
あ
る
。
さ
ら
に
、
天
平
十
五

年
五
月
一
日
以
降
に
書
写
さ
れ
た
章
疏
は
、

は
じ
め
か
ら
願
文
を
つ
け
る
こ
と
を
意
図
し

て
い
な
か
っ
た
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
願

文
の
な
い
五
月
一
日
経
は
多
数
存
在
す
る
の

で
あ
る
。

▲写真５　「阿毘達磨蔵顕宗論　巻第
十六」（聖語蔵）　「巻第十六」は五月
一日経願文がある。

◀写真６　「阿毘達磨蔵顕宗論　巻第
十五」（聖語蔵）　「巻第十五」は五月
一日経願文がない。
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２　
「
天
平
十
二
年
五
月
一
日
」
の
意
味

五
月
一
日
経
願
文
の
「
天
平
十
二
年
五
月
一
日
」
は
、
ど
う
い
う
日
付
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
も
こ
の
日
付
が
注
目
さ
れ
、
光
明
皇
后
の
母
県
犬
養
橘
三
千
代
の
七
周
忌
に
あ

た
り
、
父
藤
原
不
比
等
の
冥
福
も
兼
ね
て
発
願
さ
れ
た
と
い
う
説
、
光
明
皇
后
の
誕
生
日

と
す
る
説
な
ど
が
あ
っ
た
。
し
か
し
県
犬
養
橘
三
千
代
は
天
平
五
年
正
月
十
一
日
に
薨
去

し
て
い
る
た
め
七
周
忌
と
は
い
え
ず（

（1
（

、
ま
た
光
明
皇
后
の
誕
生
日
は
史
料
か
ら
辿
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

一
方
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ロ
ウ
氏
は
五
月
が
長
斎
（
十
五
日
間
、
斎
日
と
同
じ
よ
う
に
八

斎
戒
を
護
持
し
た
り
、
法
会
を
行
っ
た
り
す
る
在
家
の
儀
式
）
に
あ
た
り
、
一
日
も
斎
日

に
あ
た
る
こ
と
、
そ
し
て
天
平
十
二
年
は
光
明
皇
后
の
四
十
の
賀
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

光
明
皇
后
の
四
十
の
賀
の
長
斎
儀
式
を
記
念
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
現
在
、
こ
の

説
が
有
力
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
天
平
十
二
年
五
月
一
日
」
と
い
う
日
付
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い

た
。
し
か
し
皆
川
氏
に
よ
れ
ば
、
田
中
光
顕
氏
の
古
経
題
跋
随
見
録
に
は
、「
仏
本
行 

経　

巻
第
七
」
と
「
出
曜
経　

巻
第
十
」
は
「
天
平
十
四
年
五
月
一
日
」
の
日
付
を
持
つ

と
い
う
。
こ
れ
は
「
仏
本
行
経
」
が
古

ふ
る
の
か
み神
徳と
こ

に
よ
っ
て
（
八
ノ
九
六
・
一
一
二
）、「
出
曜

経　

巻
第
十
」
は
安あ
と
の刀

息お
き
ひ
と人

に
よ
っ
て
（
八
ノ
九
五
）、
と
も
に
天
平
十
四
年
十
～
十
一

月
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
経
師
が
誤
っ
て
「
天
平
十
四
年
」
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
と
述
べ
る
。
し
か
し
聖
語
蔵
経
巻
の
五
月
一
日
経
を
み
て
い
く
と
、
他
に
も
日
付
が

間
違
っ
て
い
る
願
文
が
あ
る
。

３　

日
付
が
な
い
願
文
・
日
付
が
間
違
っ
て
い
る
願
文

冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
【
写
真
１
】「
仏
説
中
心
経
」
に
は
、
五
月
一
日
経
願
文
の

日
付
が
な
い
。
こ
の
古
写
経
は
正
倉
院
文
書
に
よ
っ
て
、
民

た
み
の
む
ら屯

麻ま

ろ呂
が
天
平
十
三
年
（
七

四
一
）
十
一
月
二
十
九
日
に
書
写
し
終
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
七
ノ
五
八
八
～
五
八

九
、【
写
真
７
】）。
こ
の
時
は
す
で
に
願
文
の
と
り
つ
け
が
決
定
し
て
い
た
の
で
、
願
文

が
あ
と
か
ら
書
き
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
本
文
と
願
文
と
が
同
時
に
書
写
さ
れ
た
。

【
写
真
１
】
の
本
文
と
願
文
、
と
く
に
「
子
」
や
「
人
」
な
ど
の
筆
跡
が
酷
似
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
民
屯
麻
呂
が
本
文
と
願
文
と
を
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
願
文
を
し
っ

か
り
記
し
て
お
き
な
が
ら
、
最
後
に
う
っ
か
り
日
付
を
書
き
忘
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
あ

と
で
日
付
を
書
こ
う
と
思
い
、
そ
の
ま
ま
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
わ
か

ら
な
い
。

そ
し
て
願
文
に
注
目
し
な
が
ら
聖
語
蔵
経
巻
を
み
て
い
く
と
、
他
に
も
不
可
解
な
日
付

が
あ
る
。【
写
真
８
】
の
「
法
集
経　

巻
第
七
」
は
願
文
の
日
付
が
「
天
平
十
二
年
五
月

記
」
と
な
っ
て
お
り
、「
一
日
」
が
抜
け
て
い
る
。
ま
た
【
写
真
９
】
の
「
大
般
涅
槃
経

集
解　

巻
第
五
十
七
」
は
日
付
が
「
天
平
十
二
月
一
日
記
」
で
あ
り
、「
天
平
十
二
」
と

「
月
一
日
記
」
の
間
の
「
年
五
」
が
抜
け
て
い
る
。【
写
真
10
】
の
「
衆
事
分
阿
毘
曇　

巻

第
四
」
は
日
付
が
「
天
平
十
二
年
五
月
二
日
記
」
で
あ
り
、「
一
日
」
と
書
く
べ
き
と
こ

ろ
を
誤
っ
て
「
二
日
」
と
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

約
一
三
〇
〇
年
前
の
経
師
た
ち
の
う
っ
か
り
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
日
付
部
分
を

よ
く
み
て
み
る
と
、
願
文
と
比
べ
文
字
間
隔
が
狭
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
ま
た

「
天
平
十
二
年
五
月
一
日
記
」
の
位
置
が
願
文
に
対
し
て
上
の
方
に
あ
っ
た
り
（【
写
真

９
】）、
下
の
方
に
あ
っ
た
り
す
る
（【
写
真
10
】）。
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

写
真
７　

正
倉
院
文
書　

塵
芥
文
書　

第
二
十
巻
第
四
紙
（
著
者
加
筆
）　

天
平
十
三
年
十
一
月
二
十

九
日
に
民
屯
麻
呂
は
中
心
経
六
張
を
書
写
し
終
わ
っ
て
い
る
。
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お
わ
り
に

五
月
一
日
経
は
、
そ
の
願
文
の
日
付
か
ら
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
願
文
が

な
い
経
巻
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
日
付
が
な
い
、
あ
る
い
は
日
付
が
間
違
っ
て
い
る
五
月

一
日
経
も
あ
る
。
大
勢
の
経
師
に
よ
っ
て
二
〇
年
以
上
か
け
て
書
写
さ
れ
た
た
め
、
五
月

一
日
経
は
一
つ
一
つ
の
経
巻
が
個
性
的
で
あ
る
。

五
月
一
日
経
は
約
一
〇
〇
〇
巻
が
現
存
し
、
そ
の
う
ち
聖
語
蔵
に
伝
来
し
た
約
七
五
〇

巻
は
丸
善
雄
松
堂
の
聖
語
蔵
経
巻
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
鮮
明
な
画
像
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

五
月
一
日
経
を
書
写
し
た
光
明
皇
后
の
写
経
所
は
、
東
大
寺
写
経
所
へ
と
発
展
し
、
こ
の

写
経
事
業
に
関
す
る
膨
大
な
帳
簿
が
正
倉
院
文
書
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。　

近
年
の
正
倉
院
文
書
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
書
写
し
た
時
期
や
関
わ
っ
た
経
師
・
装

潢
・
校
生
を
特
定
で
き
る
経
巻
も
増
え
て
い
る
。
五
月
一
日
経
を
は
じ
め
と
す
る
奈
良
時

代
古
写
経
の
研
究
の
進
展
を
期
待
し
た
い
。

本
稿
は
既
知
の
情
報
に
も
と
づ
い
て
執
筆
し
た
が
、
よ
り
詳
細
な
資
料
情
報
を
収
集
す

べ
く
二
〇
二
一
年
度
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
般
共
同
研
究
「
静
嘉
堂
所
蔵
古
写
経
群

の
研
究
資
源
化
」（
代
表
者
・
浦
木
賢
治
）
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
は
来
年
度
中
に

公
表
予
定
で
あ
る
。

註（
１
）『
静
嘉
堂
文
庫
の
古
典
籍　

第
四
回　

王
朝
文
化
へ
の
あ
こ
が
れ
～
初
公
開
・
鎌
倉
か
ら
江
戸

時
代
ま
で
の
写
本
～
』（
静
嘉
堂
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
２
）
上
代
文
献
を
読
む
会
編
『
上
代
写
経
識
語
注
釈
』（
桑
原
祐
子
氏
執
筆
部
分
、
勉
誠
出
版
、
二

〇
一
六
年
）。

（
３
）
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ロ
ウ
「
仏
教
信
仰
面
か
ら
み
た
五
月
一
日
経
願
文
の
再
考
」（
前
掲
註
（
２
）

『
上
代
写
経
識
語
注
釈
』
所
収
）。
以
下
、
ロ
ウ
氏
の
見
解
は
当
論
文
に
よ
る
。

（
４
）
山
下
有
美
「
勅
旨
写
一
切
経
所
に
つ
い
て
―
皇
后
宮
職
系
統
写
経
機
構
の
性
格
」
第
二
節

（
同
著
『
正
倉
院
文
書
と
写
経
所
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
九
六
年
）。

（
５
）
以
下
、『
大
日
本
古
文
書
』
は
「
巻
ノ
頁
」
で
示
す
。

（
６
）
皆
川
完
一
「
光
明
皇
后
願
経
五
月
一
日
経
の
書
写
に
つ
い
て
」（
同
著
『
正
倉
院
文
書
と
古
代

中
世
史
料
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
一
九
六
二
年
）。
山
下
有
美
氏
、
前
掲

写
真
８　
「
法
集
経　

巻
第
七
」（
聖
語
蔵
）　

日
付
が
「
天
平
十
二
年
五
月
記
」。

写
真
10　
「
衆
事
分
阿
毘
曇　

巻
第
四
」（
聖
語
蔵
）　

日
付
が
「
天
平
十
二
年
五
月
二
日
記
」。

写
真
９　
「
大
般
涅
槃
経
集
解　

巻
第
五
十
七
」（
聖
語
蔵
）　

日
付
が
「
天
平
十
二
月
一
日
記
」。
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註
（
４
）
論
文
。

（
７
）『
続
日
本
紀
』
天
平
六
年
十
一
月
丁
丑
（
二
十
日
）
条
、
同
十
八
年
六
月
己
亥
（
十
八
日
）
条
。

（
８
）
山
下
有
美
氏
、
前
掲
註
（
４
）
論
文
。

（
９
）
以
下
、
聖
語
蔵
経
巻
の
画
像
は
、
丸
善
雄
松
堂
の
聖
語
蔵
経
巻
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
。

（
10
）
皆
川
完
一
氏
、
前
掲
註
（
６
）
論
文
。

（
11
）
皆
川
完
一
氏
、
前
掲
註
（
６
）
論
文
。
以
下
、
皆
川
氏
の
見
解
は
当
論
文
に
よ
る
。

（
12
）
以
下
、
正
倉
院
文
書
の
画
像
は
、
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
転
載
す
る
。 

（
13
）
山
下
有
美
「
五
月
一
日
経
に
お
け
る
別
生
・
偽
疑
・
録
外
経
の
書
写
に
つ
い
て
」（『
市
大
日

本
史
』
三
、
二
〇
〇
〇
年
）、
同
氏
、
前
掲
註
（
４
）
論
文
。

（
14
）『
続
日
本
紀
』
天
平
五
年
正
月
庚
戌
（
十
一
日
）
条
。

（
本
所
学
術
専
門
職
員
）

速
報

「
言
継
卿
記
」
の
重
要
文
化
財
指
定
に
つ
い
て

二
〇
二
二
年
一
一
月
一
八
日
、
国
の
文
化
審
議
会
は
本
所
所
蔵
「
言と
き
つ
ぐ継
卿
記
」
三
五
冊

を
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

同
記
は
戦
国
時
代
の
貴
族
山
科
言
継
（
一
五
〇
七
～
七
九
）
の
日
記
で
、
大
永
七
年

（
一
五
二
七
）
か
ら
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
の
う
ち
の
四
〇
年
分
が
自
筆
原
本
三
五
冊

に
よ
っ
て
伝
わ
り
ま
す
。
本
所
に
は
こ
の
う
ち
三
四
冊
（
大
永
七
年
記
が
分
冊
さ
れ
、
現

在
は
三
五
冊
）
を
所
蔵
し
、
残
る
天
正
四
年
記
一
冊
（
江
戸
時
代
に
菊
亭
家
に
入
り
、
現

在
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
）
を
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
書
写
し
た
一
冊
が

付
属
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
記
に
よ
っ
て
、
戦
国
時
代
の
朝
廷
や
室
町
幕
府
の
状
況
、
上
洛
し
た
織
田
信
長

の
動
静
、
さ
ら
に
は
社
会
・
経
済
・
文
化
の
諸
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
言

継
が
駿
河
に
下
向
し
て
い
た
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
を
除
き
、
ほ
ぼ
全
紙
に
紙
背
文
書
が

存
在
し
、
多
様
な
人
び
と
の
手
に
な
る
文
書
が
二
八
〇
〇
通
以
上
残
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
表
裏
両
面
に
わ
た
る
原
本
の
画
像
は
、
本
所
の
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

か
ら
閲
覧
が
可
能
で
す
。�

（
末
柄　

豊
）

「言継卿記」第 1 冊［S 貴 42-1-1］大永 7 年記（巻首）
現存する日記の最初の部分。記主の山科言継はこの時 21 歳。


